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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年2月12日(2016.2.12)

【公開番号】特開2015-107382(P2015-107382A)
【公開日】平成27年6月11日(2015.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2015-038
【出願番号】特願2015-45420(P2015-45420)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月18日(2015.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１識別情報および第２識別情報の可変表示を行い、遊技者にとって有利な特定状態に
制御可能な遊技機であって、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から送信されるコマンドにもとづいて、第１識別情報の可変表示と第
２識別情報の可変表示とに対応した演出識別情報の可変表示を実行可能な演出制御手段と
、
　未だ開始されていない可変表示を、上限数を限度に保留記憶として記憶する保留記憶手
段と、
　遊技機への電力供給が停止した後、電力供給が停止される前の状態に復旧したときに、
その旨を報知可能な報知手段とを備え、
　前記遊技制御手段は、
　前記特定状態に制御するか否かを決定する決定手段と、
　前記決定手段の決定結果にもとづいて、演出識別情報の可変表示パターンを、複数種類
の可変表示パターンのうちから決定する可変表示パターン決定手段と、
　有利条件が成立したときに、可変表示を所定回数実行するまで、非有利状態と比較して
少なくとも第２識別情報の可変表示が実行されやすい有利状態に制御する有利状態制御手
段とを含み、
　前記可変表示パターン決定手段は、前記有利状態に制御されているか否かに応じて、異
なる割合により可変表示パターンを決定し、
　前記決定手段の決定より前に前記特定状態に制御されるか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段の判定結果にもとづいて、特定予告を実行する特定予告実行手段とを備え
、
　前記特定予告実行手段は、
　前記有利状態が終了した後の前記非有利状態において実行された可変表示の実行回数が
前記保留記憶手段によって記憶可能な上限数となるまでの期間において、前記特定予告の
実行を制限し、
　前記特定状態中および前記有利状態中において、第１識別情報の可変表示に対する前記
特定予告を実行しない
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　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、第１識別情報および第２識別情報の可変表示を行い、遊技者にとって有利な
特定状態に制御可能なパチンコ機やスロット機、パロット機などの遊技機に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－１２９９８４号公報
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、遊技者の期待感を損なうことなく予告を行うことができる遊技機を提供する
ことを目的とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明による遊技機は、第１識別情報および第２識別情報（例えば、第１特別図柄、第
２特別図柄）の可変表示を行い、遊技者にとって有利な特定状態（例えば、大当り遊技状
態）に制御可能な遊技機であって、遊技の進行を制御する遊技制御手段と、遊技制御手段
から送信されるコマンドにもとづいて、第１識別情報の可変表示と第２識別情報の可変表
示とに対応した演出識別情報の可変表示を実行可能な演出制御手段と、未だ開始されてい
ない可変表示を、上限数を限度に保留記憶として記憶する保留記憶手段と、遊技機への電
力供給が停止した後、電力供給が停止される前の状態に復旧したときに、その旨を報知可
能な報知手段とを備え、遊技制御手段は、特定状態に制御するか否かを決定する決定手段
と、決定手段の決定結果にもとづいて、演出識別情報の可変表示パターンを、複数種類の
可変表示パターンのうちから決定する可変表示パターン決定手段と、有利条件が成立した
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ときに、可変表示を所定回数実行するまで、非有利状態と比較して少なくとも第２識別情
報の可変表示が実行されやすい有利状態に制御する有利状態制御手段とを含み、可変表示
パターン決定手段は、有利状態に制御されているか否かに応じて、異なる割合により可変
表示パターンを決定し、決定手段の決定より前に特定状態に制御されるか否かを判定する
判定手段と、判定手段の判定結果にもとづいて、特定予告を実行する特定予告実行手段と
を備え、特定予告実行手段は、有利状態が終了した後の非有利状態において実行された可
変表示の実行回数が保留記憶手段によって記憶可能な上限数となるまでの期間において、
特定予告の実行を制限し、特定状態中および有利状態中において、第１識別情報の可変表
示に対する特定予告を実行せず、特定状態に制御される割合が異なる複数種類の特定予告
を実行可能であることを特徴とする。そのような構成により、遊技者の期待感を損なうこ
となく予告を行うことができる。
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